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【当該年度の活動報告】
	1 2013-05-08（水） 〜 2013-05-14（月）
Agda Implementors Meeting (AIM XVII) 開催。AIMはプログラミング言語Agdaの研究開発に関するワークショップで、2004年より年平均二回の頻度で開催されてきた。今回は湘南国際村センターにて開催、通常よりも参加が少なかったが、密度の濃い議論が交わされた。会合の記録は 
http://wiki.portal.chalmers.se/agda/pmwiki.php?n=Main.AIMXVII
にある。参加者は以下のとおり: Dr. James Chapman (Institute of Cybernetics, Tallin Univ. of Tech.), Mr. Shuji Kinoshita (NAIST), Prof. Yoshiki Kinoshita (Kanagawa Univ.), Prof. Bengt Nordström (Chalmers Univ. of Tech.), Dr. Makoto Takeyama (Kanagawa Univ.), Dr. Liyang Hu (Tsuru Capital LLC / Univ. of Nottingham)。
2 2013-09-30（月）〜2013-10-03（木）
Prof. Bengt Nordströmが本研究所を訪問。国際ワークショップ「Logical analysis of descriptions and their presentations – a computational logic approach」を2014年度に開催すべく、打合せを行った。この企画は後に国立情報学研究所(NII)湘南会議の一つとして採用され、2015-01-26〜2015-01-29湘南国際村センターにて開催されることとなった。
3 2013-10-29（火）
Dr. John Rushby (SRI)およびProf. Tim Kelly (York) が木下佳樹教授が主査(chair)を務めた1st International Workshop on Argument for Agreement and Assurance（JSAI-isAIの衛星ワークショップ）
http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/kido/AAA2013/
に参加したのを機会に、ワークショップ開催後に神奈川大学に招聘し、アシュランスケースに関する議論を行った。神奈川大学側からは武山誠博士がmeta-assurance caseについて、平井誠研究員がサプライチェーンのアシュランスについて、それぞれ話題を提供した。
4 2013-12-12（木）〜2013-12-20（金）
Dr. John Power (Bath)招聘。木下佳樹教授とSetoidのなすE-圏の構造に関する共同研究を行った。
5 2014-02-25（火）
DEOS Symposium
http://www.jst.go.jp/crest/crest-os/osddeos/event/201402/symposium2014.html
の招待講演者として来日したProf. Robin Bloomfield (City Univ. of London) を神奈川大学に招聘、武山誠博士および木下佳樹教授の三名で、アシュランスケースに関して半日のワークショップを行った。木下教授がエディタを務めたISO 15026-2 Assurance caseに関する疑問点等に関する議論を行った。
6 2014-03-17（月）〜2014-03-18（火）
CSCAT (Computer Science and Category Theory) を開催。
https://sites.google.com/site/cscat2014/
東京、京都ほかから20名を超える参加者（学生を含む）が計算機科学と圏論の境界領域に関する研究発表と議論を行った。
本年度に得られた学術研究成果
7 SetoidのなすE-圏の構造を解明した。結果はその後、以下のように出版された。
1. Yoshiki Kinoshita and John Power, Category theoretic structure of setoids, Theoretical Computer Science (2014), DOI: 10.1016/j.tcs.2014.03.006,
http://dx.doi.org/10.1016/j.tcs.2014.03.006.
8 形式アシュランスケースのシステムライフサイクルへの適用実験を二例行った。結果は以下のように出版された。
2. Makoto Hirai, Yoshifumi Yuasa and Yoshiki Kinoshita, A Chain of Accountabilities in Open Systems based on Assured Entrustments, The 3rd International Workshop on Open Systems Dependability: Adaptation to Changing World (WOSD 2013), Nov. 2013.
9 Yukiko Yanagisawa, Takashi Ito, Makoto Takeyama and Yasuhiko Yokote, A New Method of Consensus Building for Open Systems Dependability, The 3rd International Workshop on Open Systems Dependability: Adaptation to Changing World (WOSD 2013), Nov. 2013.
10 記述と表現の論理的分析に関する研究コミュニティを形成するため、ワークショップを企画した。これは国立情報学研究所湘南会議の一つとして採択された（1.）。また、議論と合意、確信についての討論の場をワークショップ（2.）のchairを務めることにより設け、この分野についても研究コミュニティ形成の第一歩を踏み出した。
3. Logical analysis of descriptions and their presentations – a computational logic approach, 
http://www.nii.ac.jp/shonan/blog/2013/11/26/logical-analysis-of-descriptions-and-their-presentations-—-a-computational-logic-approach/　
4. 1st International Workshop on Argument for Agreement and Assurance, affiliated to JSAI isAI, 28 Oct., 2013.
http://www.panda.sys.t.u-tokyo.ac.jp/kido/AAA2013/,
https://www.ai-gakkai.or.jp/isai/isai2013.



収支決算書
【収入の部】

	①学外研究資金
	金額（円）
	②学内研究資金

（学内・研究所研究参加費）
	金額（円）

	CREST「利用者指向ディペンダビリティの研究」　木下佳樹
	71,830,000
	
	

	小　　計
	71,830,000円
	小　　計
	円

	③客員研究員・研究参加費（徴収する場合のみ記入）
	④特別研究助成金（申請希望のある場合のみ記入）

	　　　　　円×　　　人
	
	
	

	小　　計
	円
	小　　計
	

	研究所研究費総額（①＋②＋③＋④）
	　　　　　　　　　　71,830,000円


【支出の部】　　支出総額（①～⑫の合計）　　　　　　　　　　71,830,000　円　
	小

計
	①図書・資料費
	②消耗品費
	③用品・機器備品費
	④国内旅費

	
	312,526円
	178,659円
	566,938円
	1,597,285円

	
	⑤国外旅費
	⑥諸会費
	⑦電信電話料・郵便料
	⑧印刷費

	
	7,178,514円
	540,999円
	155,084円
	円

	
	⑨支払報酬
	⑩会議費
	⑪業務委託費
	⑫雑　費

	
	198,440円
	10,800円
	56,181,164円
	4,909,591円


【支出内訳】＊左に品目・事項等を、右に金額を記入。数量が多数の場合、単価は｢@｣で記入のこと。
	①図書・資料費

（ソフトを含む）
	②消耗品（3万円以内）
	③用品費（3万～20万円未満）・機器備品費（20万円以上）
	④国内旅費


	
	湘南OVA(5/7)

（木下教授）

CREST打合せ

（4/23木下教授）

京都研究打合せ

（4/12木下教授）

研究受託打合せ

（6/25木下教授）

ISO/IEC委員会（10/24木下教授）

その他
	100,600
3,720
30,730
3,400
4,040
1,454,795

	小　計
	312,526
	小　計
	178,659
	小　計
	566,938
	小　計
	1,597,285

	⑤国外旅費
	⑥諸会費
	⑦電信電話料・郵便料
	⑧印刷費

	カナダ国際標準制定会議（5/25～木下教授）

ｽｴｰﾃﾞﾝ×ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ研究等（8/30～木下教授）

ｱﾒﾘｶASSURE2013（5/17～武山研究員）

ﾍﾞﾙﾘﾝOMG（6/17～6/23武山研究員）

ｱﾒﾘｶIEC/TC56（10/12～10/19　木下教授）

その他
	888,545
973,723
321,085
387,303
815,740
3,792,118
	ISOJTC1SC7

（5/25～木下教授）

ISSRE2013

（11/3～平井研究員

ASSURE2013

（5/17～武山研究員）

AAA 2013

（10/28 木下教授）

ｿﾌﾄｳｴｱｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ2013

（7/8 湯浅研究員）

その他
	25,524
94,080
34,217
13,000
25,000
349,178
	b-mobile4G

SIMﾊﾟｯｹｰｼﾞ

b-mobile4G

1GB 定額パッケージ

VPS(v3)４G

利用料×5～12月

送料

運搬費
	15,700
99,000
31,840
2,568

5,976
	
	

	小　計
	7,178,514
	小　計
	540,999
	小　計
	155,084
	小　計
	

	⑨支払報酬
	⑩会議費
	⑪業務委託費
	⑫雑　費

	謝金（奥野康二）

John　Power

謝金（古森雄一）

その他
	12,720
162,000

20,000
3,720
	The17th AIM
	10,800
	研究員5名　固定給　×12ヶ月

奥野康二　業務委託×8カ月

(株)創夢

業務委託

TDIﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ　業務委託

thot(株)

業務委託

その他
	33,720,000
1,800,000
2,100,000

8,820,000
4,987,500
4,753,664
	共済団掛金×12か月

通勤手当×2回

その他
	3,663,408

1,040,700

205,483

	小　計
	198,440
	小　計
	10,800
	小　計
	56,181,164
	小　計
	4,909,591


